
令和７年度 事業報告 

 

Ⅰ 令和７年度 運営方針に基づく取り組みと成果 

 

１．  一般財団法人としての目的を達成するための事業の充実に取り組む 

     ・計画された行事の確実な実施 

     ・『会報 148 号』発行 

     ・『本多流叢書 第７巻』の製作・頒布 

     ・『本多流弓術書』の復刻については令和８年度「中期ビジョン」立案時検討 

 

 ２． 広報の充実により会員の拡大に努める 

     ・公式ホームページにおけるニュースリリースの内容充実とタイムリーな開示 

     ・facebook、instagram 等のソーシャルネットワークシステムによる情報発信 

     ・全日本弓道連盟機関誌『月刊弓道』への名刺広告（暑中、年賀） 

     ・学生弓道への大会広告（全関東大会、全日本大会） 

     ・新入会員１9 名（前年度比１０名増） 

 

 ３． 研修等の充実により本多流弓道継承のため案内者（指導者）の養成に努める 

     ・各行事に師範会が複数名参加し、矢渡、案内を実施 

     ・京都研修会における案内者（指導者）錬成研修の実施 

 

 ４． 財団運営に関わる事務の効率化を図る 

     ・クラウド型ファイル共有システムの定着 

     ・定款変更（評議員・理事定数削減）の実現 

 

 ５． 財政基盤の強化を図る 

     ・会費未納者への督促状発出 

     ・本部道場建設基金の設置については令和８年度「中期ビジョン」立案時検討 

 

 ６． 中期ビジョン立案への提案 

     ・経理部より将来の方向性を示す複数年度にわたる中期ビジョン立案の提案 

 

  



Ⅱ 行事明細 

 

 

 

 

 

 

  



Ⅲ 会計報告 

 

 

 

  



 


